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口絵2 「浄土寺阿弥陀如来立像」（「日本美術院彫刻等修理記録」のうち） 奈良国立博物館

口絵3 「浄土寺阿弥陀如来蓮肉之天板」（同上）
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奈
良
国
立
博
物
館
で
は
、
な
ら
仏
像
館
に
お
い
て
常
時
百
件
ほ
ど
の
彫
刻
作

品
を
展
示
し
て
い
る
。
三
か
月
に
一
度
程
度
の
展
示
替
え
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

仏
像
や
神
像
な
ど
の
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
多
様
な
展
開
を
紹
介
し
て
い

る
が
、
館
蔵
・
寄
託
の
彫
刻
作
品
で
屈
指
の
大
き
さ
を
誇
り
、
上
半
身
裸
体
の

特
異
な
姿
も
あ
っ
て
展
示
室
で
こ
と
に
目
を
ひ
く
の
が
兵
庫
・
浄
土
寺
所
蔵
の

裸
形
阿
弥
陀
如
来
立
像
〔
口
絵
1
、
図
1
〜
10
〕
で
あ
る
（
1
）。
こ
の
像
は
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
に
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
以
降
、
長
ら
く
展
示
に
供
し
て
き
た
た
め
、

存
在
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
大
き
さ
ゆ

え
に
実
査
の
機
会
が
限
ら
れ
、
基
礎
的
な
情
報
が
十
分
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
。
こ
の
た
び
、
移
動
し
て
の
調
査
が
実
現
し
た
の
で
概
要
を
報

告
し
、
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
で
今
後
の
研

究
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
（
2
）。

像
の
概
要

像
高
二
六
六
・
五
㎝
、
髪
際
高
二
四
三
・
六
㎝
（
3
）。
約
八
尺
（
半
丈
六
）
の
立
像

で
あ
る
。
螺
髪
は
粒
状
で
、
肉
髻
珠
と
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
を
環
状
と

し
、
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
胸
の
く
く
り
一
条
、
腹
の
く
く
り
二
条
を
刻
み
、
臍

を
あ
ら
わ
す
。
裙
を
着
け
る
。
裙
は
上
縁
部
を
折
り
返
し
、
正
面
中
央
で
右
前

に
打
ち
合
わ
せ
る
。
左
手
は
垂
下
し
、
掌
を
前
に
向
け
て
下
げ
、
右
手
は
屈
臂

し
、
掌
を
前
に
向
け
て
立
て
、
い
ず
れ
も
第
一
・
二
指
を
捻
ず
る
。
左
足
を
や

や
前
に
踏
み
出
し
て
立
つ
。

光
背
〔
図
11
〕
は
二
重
円
相
挙
身
光
。
頭
光
の
中
心
に
八
葉
蓮
華
を
透
彫
り

し
、
光
条
二
十
一
本
を
あ
ら
わ
す
。
頭
光
と
身
光
の
圏
帯
に
円
相
十
五
個
を
透

彫
り
す
る
。
光
脚
蓮
華
形
。
周
縁
部
は
、
頂
上
に
は
透
彫
り
し
た
雲
烟
内
に
円

相
を
配
し
て
、
金
剛
界
の
大
日
如
来
で
あ
る

バ
ン

の
種
子
を
あ
ら
わ
し
、
蓮
弁
形

光
背
を
負
っ
て
雲
烟
上
の
蓮
華
座
に
坐
す
化
仏
を
頭
光
に
二
、
身
光
に
六
の
計

八
軀
あ
ら
わ
す
。

構
造
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
度
に
美
術
院
（
現
公
益
財
団
法

人
美
術
院
）
が
お
こ
な
っ
た
修
理
の
解
説
書
（
4
）、
お
よ
び
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七

一
）
度
に
同
じ
く
美
術
院
が
実
施
し
た
修
理
の
解
説
書
（
5
）に
私
見
を
く
わ
え
つ
つ

記
述
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
材
製
で
彫
眼
と
し
、
肉
髻
珠
と
白
毫
に
水
晶
を

嵌
入
す
る
。
表
面
は
煉
瓦
色
の
錆
漆
地
の
上
に
漆
箔
を
ほ
ど
こ
す
。
頭
髪
に
青

色
、
髪
際
に
緑
色
、
唇
に
赤
色
、
黒
目
に
黒
、
白
目
に
白
を
ほ
ど
こ
し
、
眉
、

目
の
上
下
縁
、
髭
は
墨
で
描
く
。

頭
体
幹
部
は
前
中
後
の
三
列
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
正
中
線
で
左
右
二
材
を

矧
ぎ
、
内
刳
り
の
う
え
割
首
す
る
。
前
方
材
の
矧
目
は
両
耳
前
を
通
る
。
中
間

―
調
査
報
告
―

兵
庫
・
浄
土
寺
裸
形
阿
弥
陀
如
来
立
像

山

口

隆

介
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図1 阿弥陀如来立像 正面 兵庫・浄土寺図2 同 背面
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図3 同 左側面図4 同 右側面

25 ���� 23 (2021)
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図5 阿弥陀如来立像 左斜側面 兵庫・浄土寺図6 同 右斜側面
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図7 同 頭部正面

図9 同 頭部左側面

図8 同 頭部背面

図10 同 頭部右側面

27 ���� 23 (2021)

／鹿園雑集　２３号　２０２１／２３号縦組／兵庫・浄土寺　０２３‐４４ 2021.03.25 21.06.40 Page 15



図11 阿弥陀如来立像 光背 兵庫・浄土寺
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材
は
頭
頂
か
ら
腰
ま
で
を
一
材
で
造
り
、
そ
れ
以
下
に
腰
脇
か
ら
脚
部
側
方
を

な
す
別
材
を
矧
ぐ
。
こ
の
別
材
部
は
、
前
方
材
と
後
方
材
に
各
一
の
角
�
を
打

ち
付
け
て
固
定
す
る
〔
図
12
〕。
後
方
材
の
矧
ぎ
目
は
両
耳
後
ろ
を
通
る
。
両
腕

は
肩
・
肘
・
手
首
で
各
矧
ぐ
。
両
上
膊
と
左
前
膊
は
左
右
に
矧
ぎ
、
右
前
膊
は

上
下
左
右
に
矧
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
鼻
先
、
右
耳
、
腹
部
、

背
部
、
臀
部
、
左
足
第
一
指
の
右
半
お
よ
び
足
の
甲
内
側
、
裙
裾
の
左
右
お
よ

び
後
方
な
ど
に
各
別
材
を
矧
ぐ
。
足
�
は
作
ら
ず
、
蓮
肉
裏
面
か
ら
像
底
に
釘

を
打
ち
付
け
て
立
た
せ
る
。
鼻
孔
と
右
耳
孔
は
像
内
に
貫
通
し
て
お
り
、
右
耳

孔
よ
り
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
て
頭
部
内
を
観
察
し
た
が
、
銘
記
や

納
入
品
の
類
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
（
6
）。

後
述
の
と
お
り
、
本
像
は
阿
弥
陀
聖
衆
が
来
迎
す
る
様
子
を
演
劇
的
に
再
現

す
る
迎
講
（
来
迎
会
）
に
際

し
て
、
縫
製
し
た
実
際
の
着

物
を
ま
と
わ
せ
、
台
車
に
乗

せ
て
動
か
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
実
用
を

想
定
し
て
、
像
内
は
も
と
よ

り
両
腕
に
ま
で
内
刳
り
を
深

く
ほ
ど
こ
し
て
軽
量
に
仕
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、
像
内
の

腹
部
（
地
付
よ
り
一
五
二
㎝

高
）
に
は
水
平
に
板
（
幅
四

〇
・
五
、
奥
八
・
七
、
厚
二
・

五
㎝
）〔
図
13
・
14
〕
を
渡
し

て
、
そ
の
両
端
を
脇
腹
の
表

面
に
貫
通
さ
せ
て
固
定
し
、
板
の
中
央
に
下
か
ら
擂
鉢
形
の
孔
（
径
は
上
方
で
二

㎝
、
下
方
で
六
・
八
㎝
）
を
穿
つ
。
こ
れ
は
像
底
よ
り
心
棒
を
挿
入
し
て
倒
れ
に

く
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、
孔
を
擂
鉢
形
に
す
る
こ
と
で
心
棒
を
通
し
や
す
く

し
た
と
み
ら
れ
る
な
ど
、
用
途
に
応
じ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
頭
部
の
髪
際
に
は
、
左
右
二
か
所
に
頭
部
に
円
鐶
を
も
つ
鉄
製
の
釘
を
打

ち
付
け
て
い
る
（
左
方
分
亡
失
）〔
図
15
〕。
円
鐶
は
孔
が
左
右
を
向
く
よ
う
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
鉤
を
挿
し
て
光
背
を
支
持
す
る
た
め
の
も
の
と
は

考
え
に
く
く
、
光
背
に
そ
の
よ
う
な
痕
跡
も
見
当
た
ら
な
い
。
円
鐶
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
来
迎
会
に
際
し
て
着
崩
れ
を
防

ぐ
べ
く
、
着
物
の
襟
を
吊
る
た
め
に
紐
を
か
け
る
等
の
目
的
で
用
い
た
か
と
も

推
測
さ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

光
背
は
縦
に
四
材
を
矧
ぐ
。
頭
光
の
蓮
肉
部
お
よ
び
光
脚
の
表
面
に
別
材
を

矧
ぎ
付
け
る
。
光
条
は
竹
製
で
、
一
端
を
頭
光
の
蓮
肉
部
側
面
に
挿
し
込
み
、

図13 同 像内（腹部に渡した板を下からみたところ）

図14 同 像内（腹部に渡した板を上からみたところ）

図12 同 像内

29 ���� 23 (2021)
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三
本
ず
つ
七
方
向
に
配
し
て
圏
帯
に
釘
で
打
ち
付
け
て
固
定
す
る
。
頭
光
に
一
、

身
光
に
三
（
上
・
中
・
下
）
の
裏
桟
を
取
り
付
け
、
頭
光
お
よ
び
身
光
下
段
の
裏

桟
の
両
端
に
雲
烟
上
の
花
弁
形
光
背
を
矧
ぎ
、
さ
ら
に
蓮
華
座
に
坐
す
化
仏
を

矧
ぐ
。
身
光
の
圏
帯
に
左
右
各
二
の
短
い
桟
を
取
り
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
雲
烟

上
の
花
弁
形
光
背
お
よ
び
蓮
華
座
に
坐
す
化
仏
を
矧
ぐ
。
頂
上
の
雲
烟
（
種
子

を
ふ
く
む
）
も
別
材
製
。
雲
烟
背
面
の
半
ば
以
下
に
別
材
製
の
支
柱
を
取
り
付

け
る
。保

存
状
態

白
毫
、
台
座
〔
口
絵
2
・
3
、
図
16
・
17
〕
の
蓮
肉
天
板
の
う
ち
右
側
材
（
幅
八

㎝
）
お
よ
び
中
央
後
方
材
（
幅
一
六
㎝
×
奥
行
四
五
㎝
）、
蓮
肉
天
板
よ
り
下
の
周

縁
部
材
、
反
花
型
、
上
下
框
（
六
方
入
隅
）
は
大
正
十
二
年
度
修
理
時
の
新
補
で

あ
る
。
以
前
、
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
快
慶
作
の
奈

良
・
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像

に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
（
7
）、

「
兵
庫
・
浄
土
寺
の
裸
形
阿

弥
陀
如
来
像
の
台
座
と
比
較

す
れ
ば
、
蓮
肉
が
天
板
材
と

周
縁
部
材
と
か
ら
構
成
さ
れ

る
点
、
周
縁
部
に
複
数
の
材

を
輪
状
に
矧
ぎ
寄
せ
る
点
、

蓮
肉
部
の
裏
面
を
桟
木
二
本

で
補
強
す
る
点
な
ど
、
基
本

的
な
構
造
は
共
通
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
本
像
の
台
座

に
つ
い
て
蓮
肉
天
板
以
外
の

部
分
も
当
初
と
み
な
し
た
が
、

こ
こ
に
訂
正
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
頭
頂
左
方
の

螺
髪
の
一
部
と
肉
髻
珠
は
、

昭
和
四
十
六
年
度
修
理
時
の

新
補
。
化
仏
は
頭
光
の
二
軀

お
よ
び
身
光
上
段
の
二
軀
と
、

身
光
の
中
・
下
段
の
四
軀
と

で
作
風
を
異
に
す
る
が
、
本

像
は
も
と
よ
り
浄
土
寺
本
尊

図16 同 蓮肉裏面図17 同 蓮肉天板

図15 阿弥陀如来立像 後頭部髪際の鉄製円鐶
兵庫・浄土寺

↑
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阿
弥
陀
三
尊
像
の
両
脇
侍
の
化
仏
や
、
右
脇
侍
の
化
仏
と
髪
型
や
顔
立
ち
が
酷

似
す
る
同
寺
の
逆
手
阿
弥
陀
如
来
像
と
も
作
風
が
異
な
る
た
め
、
す
べ
て
後
補

と
み
な
さ
れ
る
。
光
背
頂
上
の
雲
烟
（
種
子
を
ふ
く
む
）
も
後
補
。
光
背
支
柱
は

大
正
十
二
年
以
前
の
補
作
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
矧
目
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た

漆
箔
に
一
部
後
補
が
認
め
ら
れ
、
彩
色
の
う
ち
黒
目
の
黒
、
白
目
の
白
、
唇
の

赤
色
は
補
彩
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

伝
来

浄
土
寺
は
、
重
源
（
一
一
二
一
〜
一
二
〇
六
）
が
東
大
寺
再
興
と
並
行
し
て
各

地
に
信
仰
お
よ
び
勧
進
活
動
の
拠
点
と
し
て
建
立
し
た
別
所
の
う
ち
、
播
磨
別

所
の
由
緒
を
受
け
継
ぐ
寺
院
で
あ
る
。
本
尊
は
丈
六
の
阿
弥
陀
三
尊
像
で
、

『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
播
磨
別
所
の
条
に
「
浄
土
堂
一
宇
奉
安
皆
金
色
阿

弥
陀
丈
六
立
像
一
ヽ
幷
観
音
勢
至
」
と
あ
る
。
ま
た
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館

本
『
浄
土
寺
縁
起
』（
応
安
五
年
〈
一
三
七
二
〉
編
纂
）
に
は
「
大
仏
師
丹
波
法
眼

懐
慶
」
す
な
わ
ち
快
慶
の
作
と
あ
り
、
中
尊
像
の
像
内
銘
記
に
よ
り
建
久
六
年

（
一
一
九
五
）
四
月
十
五
日
に
は
造
像
途
中
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
8
）。

本
像
に
つ
い
て
は
、『
作
善
集
』
同
条
の
「
始
置
迎
講
之
後
二
年
始
自
正
治
二

弥
陀

年
／
来
迎
立
像
一
体
」
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
、
ま
た
『
浄
土
寺
縁
起
』
に
は
次

の
記
載
が
あ
る
（
以
下
、
引
用
文
は
適
宜
新
字
に
あ
ら
た
め
句
読
点
を
く
わ
え
た
）。

一
来
迎
具
足
、
建
仁
元
年
辛酉
十
月
三
日
、
中
尊
八
尺
立
像
、
安
阿
弥
陀
仏
作

也
、
菩
薩
面
二
十
七
、
同
作
、
同
将
束
二
十
七
具
、
天
童
将
束
二
十
四
具
、

舞
将
束
三
具
、
同
陵
王
一
具
、
蕗
蹲
二
具
、
唐
幡
廿
七
流
、
結
幡
四
流
、

（
羯
）

幢
幡
八
流
、
楽
器
等
、
大
鼓
、
�
鼓
、
方
磬
、
鉦
鼓

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
重
源
に
よ
る
来
迎
会
始
修
の
翌
年
に
あ
た
る
建
仁
元
年
十

月
三
日
ま
で
に
「
来
迎
具
足
」
一
式
が
制
作
さ
れ
た
。「
中
尊
八
尺
立
像
」
は
本

像
に
ほ
か
な
ら
ず
、
作
者
は
「
安
阿
弥
陀
仏
」
す
な
わ
ち
快
慶
で
あ
り
、
や
は

り
快
慶
作
の
菩
薩
面
二
十
七
面
や
来
迎
会
所
用
の
装
束
、
幡
、
楽
器
等
が
設
え

ら
れ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
る
。
現
在
、
同
寺
に
伝
わ
る
菩
薩
面
は
、
本
像
と
と

も
に
制
作
さ
れ
た
二
十
七
面
の
う
ち
の
二
十
五
面
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

『
作
善
集
』
や
『
浄
土
寺
縁
起
』
に
は
、
当
初
安
置
さ
れ
て
い
た
堂
宇
に
関
す

る
記
述
は
な
い
。

本
像
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
の
調
査
（
9
）を
経
て
、
同
年
四
月
に
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
旧
国
宝
。
現
在
の
重
要
文
化
財
（
10
））。
大
正
十
二
年
度
に
は
、

同
寺
重
源
上
人
像
と
と
も
に
美
術
院
に
よ
る
修
理
が
計
画
さ
れ
、
同
年
八
月
六

日
付
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
』
は
、
視
察
の
た
め
に
美
術
院
の
明
珍
恒

男
氏
が
来
訪
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

最
近
の
加
東

国
宝
の
虫
干

加
東
郡
小
野
町
浄
土
寺
で
は
三
日
、
寺
内
の
宝
物
全
部
の

土
用
干
を
な
し
、
一
般
の
展
覧
に
応
じ
た
の
で
、
約
七
、
八
百
名
の
人
出

（
マ
マ
）

が
あ
っ
た
。
因
に
本
年
度
修
繕
を
要
す
る
も
の
は
来
迎
仏
と
俊
来
上
人
の

木
像
で
、
為
め
に
奈
良
美
術
院
明
珍
主
事
は
二
日
来
郡
。
国
宝
を
視
察
し

た
が
、
修
繕
費
は
約
八
百
円
の
予
算
。

技
師
が
現
地
に
出
張
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
修
理
は
十
二
年
度
内
に
完
了
し
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
二
十
四
日
に
開
眼
供
養
が
執
行
さ
れ
る
旨
を
、

同
月
二
十
二
日
付
の
『
神
戸
新
聞
』
が
報
じ
て
い
る
。
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国
宝
の
修
理
出
来
上
る

盛
大
に
開
眼
供
養
を
執
行

加
東
郡
小
野
町
浄
谷
、
極
楽
山
浄
土
寺
の
国
宝
た
る
開
山
俊
乗
房
重
源
上

人
の
像
は
、
昨
年
末
内
務
省
よ
り
技
術
員
出
張
大
修
繕
中
で
あ
っ
た
が
、

此
程
竣
工
し
た
の
で
二
十
四
日
同
山
に
於
て
開
眼
式
を
執
行
す
る
由
。
当

山
は
播
磨
高
野
の
称
あ
る
古
刹
に
て
、
数
多
の
国
宝
を
有
す
る
事
県
下
第

一
で
あ
る
の
で
、
当
日
は
之
が
陳
列
展
覧
を
許
す
筈
で
あ
る
と
。

こ
の
記
事
に
本
像
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
美
術
院
や
奈
良
国
立
博
物
館
に
残

る
修
理
記
録
か
ら
、
重
源
上
人
像
と
同
年
度
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
と
き
台
座
の
大
半
が
新
補
さ
れ
た
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ

る
。「
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
」（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
に
ふ
く
ま
れ
る

修
理
前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
原
板
（
ガ
ラ
ス
乾
板
（
11
））〔

図
18
〕
や
、
こ
れ
と
近
い
時

期
の
撮
影
と
み
ら
れ
る
浄
土
寺
発
行
の
絵
葉
書
（
12
）の
写
真
〔
図
19
〕
に
よ
り
、
当
時

は
浄
土
堂
内
の
西
北
隅
に
東
向
き
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
六
月
に
上
司
永
晋
氏
が
浄
土
寺
を
訪
れ
た
際
の
見

学
記
（
13
）に
は
、「
此
の
堂
（
浄
土
堂：

筆
者
注
）
に
は
金
色
の
弥
陀
三
尊
と
来
迎
仏
と

が
安
置
さ
れ
て
あ
る
。
何
れ
も
国
宝
で
あ
る
」
と
し
る
さ
れ
て
お
り
、「
来
迎

仏
」
は
本
像
を
指
す
と
み
て
よ
い
。
修
理
後
は
、
浄
土
堂
内
の
同
じ
位
置
に
安

置
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
豊
秋
（
源
豊
宗
）
氏
が

発
表
し
た
一
論
の
挿
図
〔
図
20
〕
に
よ
り
判
明
す
る
（
14
）。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
（
15
）、
同
四
十

六
年
ま
で
同
館
に
存
し
た
（
16
）。
大
口
理
夫
氏
が
浄
土
寺
を
訪
れ
た
際
の
見
学
記

（
昭
和
十
四
年
〈
一
九
三
九
〉
刊
行
（
17
））
に
、「
阿
弥
陀
立
像
一
軀
（
東
京
帝
室
博
物
館

出
陳
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
館
へ
の
寄
託
が
確
か
め
ら
れ
る
。
昭
和
三
十

四
年
（
一
九
五
九
）
刊
行
の
浄
土
堂
の
修
理
報
告
書
（
18
）に
掲
載
さ
れ
た
参
考
図
版

〔
図
21
〕
や
、『
古
美
術
』
に
掲
載
さ
れ
る
永
井
信
一
氏
の
一
論
（
19
）の
挿
図
〔
図
22
〕

に
よ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
の
本
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
様
子
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
四
十
六
年
度
に
は
、
美
術
院
に
よ
り
剝
落
止
め
や
矧
目
の
再
接
合
、
欠

損
部
の
補
作
を
主
と
す
る
保
存
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
翌
四
十
七
年
の
春
に
奈

良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
阿
弥
陀
仏
彫
像
展
」
に
出
陳
さ
れ
た
（
20
）。
展
覧

会
終
了
後
、
一
時
的
に
当
館
の
寄
託
と
な
る
が
（
21
）、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

に
竣
工
し
て
い
た
浄
土
寺
内
の
収
蔵
庫
に
、
ほ
ど
な
く
し
て
返
還
さ
れ
た
ら
し

い
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
特
別
展
「
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
」（
於

東
京
国
立
博
物
館
）、
同
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
特
別
展
「
ふ
る
さ
と
の
み
ほ

と
け
―
兵
庫
の
仏
像
」（
於
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
）、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八

八
）
に
「
大
名
美
術
展
」（
於
ア
メ
リ
カ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
22
））
に
相
次
い

で
出
陳
さ
れ
た
。
平
成
九
年
に
あ
ら
た
め
て
当
館
に
寄
託
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

銘
記

昭
和
四
十
六
年
度
の
修
理
に
際
し
て
、
像
内
下
方
の
裾
ま
わ
り
に
墨
書
の
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
銘
記
は
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り
（
23
）、
阿
弥
陀
仏
号
を
も

つ
人
名
が
複
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
書
風
が
一
様
で
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
24
）も
の
の
、
写
真
図
版
は
一
部
が
公
表
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
25
）。

こ
の
た
び
実
施
し
た
近
赤
外
線
撮
影
に
よ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
墨
書
の
画
像
が

得
ら
れ
た
。
左
記
の
翻
刻
の
う
ち
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
た
部
分
が
新
た
に

確
認
し
た
文
字
で
あ
る
（
26
）。
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図18 ガラス乾板（「日本美術院彫刻等修理記録」
のうち） 奈良国立博物館

図20「来迎阿弥陀像
（兵庫県浄土寺）」

図21「浄土寺来迎仏正側面（重要文化財指定）
伝快慶作」

図19 絵葉書

図22「阿弥陀如来立像
（東博寄託）」

33 ���� 23 (2021)

／鹿園雑集　２３号　２０２１／２３号縦組／兵庫・浄土寺　０２３‐４４ 2021.03.25 21.07.18 Page 21



﹇
像
内
裾
ま
わ
り

墨
書
﹈

（
左
前
方
材
）〔
図
23
〕

（
左
側
面
材
）

※
墨
書
な
し

図23 阿弥陀如来立像 像内裾まわり墨書 左前方材
（近赤外線画像） 兵庫・浄土寺

図24 同 部分

弥

（
証
ヵ
）

□
（
記
ヵ
）阿
弥
陀
仏
母

若
王
丸

力
王
丸

覚
阿
弥
陀
仏

若
王
丸□

丸
我
阿
弥
陀
仏

十
方
殿

阿
弥
陀
仏

仏
阿
弥
陀
仏

秦
依
近

女

得
寿
殿

34

／鹿園雑集　２３号　２０２１／２３号縦組／兵庫・浄土寺　０２３‐４４ 2021.03.25 21.07.18 Page 22



（
左
後
方
材
）〔
図
25
・
26
〕

図25 同 像内裾まわり墨書 左後方材（近赤外線画像）

図26 同 像内裾まわり墨書
左後方材（近赤外線画像）

吉
祥
丸

（
讃
）□
阿
弥

（
讚
）

僧尊

陀
仏

実
阿
弥

源
盛
綱
義

来
阿
弥
陀
仏

熊
若
丸□

无
阿
弥

悟
阿
弥
□

□
仏

弥
陀
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（
右
後
方
材
）〔
図
27
・
28
〕

図27 阿弥陀如来立像 像内裾まわり墨書 右後方材（近赤外線画像）
兵庫・浄土寺

図28 同 像内裾まわり墨書
右後方材から右側面材、右前方材（近赤外線画像）

仏
行
事

念
阿

□

仏
子
明
阿
弥
陀
仏

西
阿

□

□ つ こ
信

能
阿
弥
陀
仏

（
左
行
に
重
ね
書
き
）

忍

仏
行
事
明
阿
弥
陀
仏

□

弥
陀
仏

妙
阿
弥
陀
仏

得
寿

等
阿
こ
く
ら

桑
井
太
郎
熊
王
丸

舜
阿
弥
陀
仏

受
阿
弥
陀
仏

く
へ

時
阿
弥
陀
仏

仰

鶴
王
丸□

□

□

文
□
丸

福
寿

み
ち

□

□

（
勢
ヵ
）

力
王
丸
之
□

豪
阿
弥
陀
仏

礼
阿
弥
陀
仏

熊
若
丸

弘
阿
弥
陀
仏

鶴
王
丸

蓮
阿
弥
陀
仏

薬
師
丸

力
王
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文
字
は
書
風
が
一
様
で
な
く
、
複
数
の
人
物
に
よ
り
し
る
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
、
本
像
制
作
時
の
結
縁
交
名

と
考
え
ら
れ
る
。
左
前
方
材
〔
図
23
〕
に
し
る
さ
れ
た
「
ア

阿
弥
陀
仏
」〔
図

24
〕
は
、
快
慶
の
阿
弥
陀
仏
号
で
あ
る
「
ア
ン

阿
弥
陀
仏
」
の
空
点
が
抜
け
た
も

の
で
あ
る
。
快
慶
作
品
に
は
「

阿
弥
陀
仏
」
の
表
記
が
わ
ず
か
に
知
ら
れ
て

お
り
（
27
）、
い
ず
れ
も
「

阿
弥
陀
仏
」
の
誤
記
と
み
て
快
慶
を
指
す
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
銘
記
も
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
快
慶

自
筆
と
み
ら
れ
て
い
る
銘
記
（
28
）と
は
筆
法
を
異
に
し
て
い
る
。

本
像
の
銘
記
に
登
場
す
る
人
名
で
、
ほ
か
の
快
慶
作
品
の
銘
記
お
よ
び
納
入

品
に
そ
の
名
が
認
め
ら
れ
る
者
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
同
一
人
で
あ
る
確
証

は
な
い
が
、
列
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
覚
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
阿
形
（
銘
記
・
納
入
品
）・
吽
形
（
銘
記
）、
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来

像
（
納
入
品
）、
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
仏
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
吽
形
（
納
入
品
）、
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
我
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
実
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
吽
形
（
納
入
品
）、
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
来
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
阿
形
（
銘
記
・
納
入
品
）・
吽
形
（
納
入
品
）、
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像

（
納
入
品
）

○
明
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
等
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
吽
形
（
納
入
品
）

○
能
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、

○
妙
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
浄
土
寺
阿
弥
陀
三

尊
像
中
尊
（
銘
記
）、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿
形
（
銘
記
・
納
入
品
）・
吽

形
（
銘
記
・
納
入
品
）、
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
寿
院

阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
時
阿
弥
陀
仏

東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿
形
（
銘
記
）

○
受
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
蓮
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
新
大
仏
寺
如
来
像

頭
部
（
享
保
十
二
年
陶
瑩
和
尚
実
見
書
写
銘
）、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿
形

（
銘
記
・
納
入
品
）・
吽
形
（
銘
記
・
納
入
品
）、
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如

来
像
（
納
入
品
）、
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
豪
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
阿
形
（
銘
記
）

○
弘
阿
弥
陀
仏

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士

像
吽
形
（
納
入
品
）

○
熊
若
丸

東
大
寺
金
剛
力
士
像
吽
形
（
納
入
品
）

○
吉
祥
丸

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
吽

形
（
納
入
品
）

○
熊
王
丸

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）

○
鶴
王
丸

遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿

形
（
銘
記
）

○
薬
師
丸

遣
迎
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿
形

（
銘
記
）

37 ���� 23 (2021)

／鹿園雑集　２３号　２０２１／２３号縦組／兵庫・浄土寺　０２３‐４４ 2021.03.25 21.07.18 Page 25



こ
の
ほ
か
、
左
後
方
材
〔
図
26
〕
に
し
る
さ
れ
た
「（
讃
）

（
讚
）□
阿
弥
□
」
に
つ
い
て
、

「
讚
阿
弥
陀
仏
」
と
す
れ
ば
、
東
大
寺
金
剛
力
士
像
の
阿
形
（
銘
記
）・
吽
形

（
銘
記
）
と
も
に
同
名
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
右
前
方
材
〔
図
28
〕
の
「
礼
阿
弥

陀
仏
」
は
頭
文
字
が
「
礼
」
と
す
れ
ば
、
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
納
入
品
）、

東
大
寺
金
剛
力
士
像
阿
形
（
銘
記
・
納
入
品
）・
吽
形
（
銘
記
・
納
入
品
）
に
同
名

が
確
認
で
き
る
。

本
像
の
銘
記
は
、「

阿
弥
陀
仏
」
が
快
慶
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か

は
、
勧
進
僧
や
高
位
の
人
物
の
名
は
み
え
な
い
。
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
号
を
も
つ

人
名
が
多
く
確
認
で
き
る
も
の
の
、
重
源
と
関
係
が
深
く
大
部
庄
預
所
職
に
あ

っ
た
観
阿
弥
陀
仏
と
如
阿
弥
陀
仏
の
名
は
な
い
。
阿
弥
陀
仏
号
を
も
つ
人
名
の

う
ち
、
丈
六
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
と
共
通
す
る
の
は
現
時
点
で
妙
阿
弥
陀
仏
に

限
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
丈
六
本
尊
の
銘
記
は
像
内
左
半
部
が
ほ
と
ん
ど
未
確
認

の
た
め
、
今
後
の
調
査
で
共
通
す
る
人
名
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ

う
。
丈
六
本
尊
の
結
縁
者
は
、
大
部
庄
を
冠
す
る
聞
阿
弥
陀
仏
を
は
じ
め
、
多

く
が
在
地
の
人
物
と
想
像
さ
れ
る
が
、
本
像
の
銘
記
に
は
そ
う
と
推
測
で
き
る

人
物
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
制
作
時
期
が
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
共
通
す
る
人
名
が
少
な
い
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
像
内
銘
記
の
ほ
と
ん
ど
が
結
縁
者
名
で
あ
る
な
か
で
、
右
後
方
材
か

ら
右
側
面
材
に
か
け
て
の
位
置
に
は
、
仮
名
で
「
こ
く
ら
／
く
へ
／
み
ち
」
す

な
わ
ち
「
極
楽
へ
道
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ
る
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
本
像

が
来
迎
会
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
と
の
関
連
が
い
ち
お
う
考
え
ら
れ
る
。

浄
土
寺
の
来
迎
会
と
行
像

本
像
は
、
り
り
し
い
表
情
と
み
ず
み
ず
し
い
身
体
表
現
に
鎌
倉
時
代
初
期
の

作
風
が
顕
著
で
、
頭
光
と
身
光
の
圏
帯
に
円
相
を
透
彫
り
す
る
光
背
や
光
脚
の

形
式
が
浄
土
寺
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
像
の
中
尊
と
共
通
し
、
裙
の
打
ち
合
わ
せ
方

や
衣
文
構
成
が
右
脇
侍
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
浄
土
寺
縁
起
』
が
伝
え
る
と

お
り
建
仁
元
年
ま
で
に
快
慶
が
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
尊
阿
弥
陀
三
尊

像
の
形
制
や
顔
立
ち
が
宋
風
に
彩
ら
れ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
本
像
に
は
快
慶

無
位
時
代
の
様
式
的
特
色
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

上
半
身
を
裸
体
、
下
半
身
に
裙
の
み
を
着
け
る
姿
に
造
り
、
阿
弥
陀
聖
衆
が

来
迎
す
る
様
子
を
演
劇
的
に
再
現
す
る
来
迎
会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
に
縫
製
し

た
実
際
の
着
物
を
ま
と
わ
せ
、
浄
土
堂
と
薬
師
堂
と
の
間
を
台
車
に
乗
せ
て
往

復
し
た
と
さ
れ
る
。『
作
善
集
』
に
は
、
来
迎
会
所
用
の
阿
弥
陀
如
来
像
に
関
す

る
記
述
が
本
像
を
ふ
く
め
三
か
所
に
あ
り
、
こ
の
う
ち
渡
辺
別
所
の
像
と
秦
楽

寺
の
南
に
施
入
さ
れ
た
と
い
う
像
は
と
も
に
八
尺
（
半
丈
六
）
で
（
29
）、
本
像
の
髪
際

高
も
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
源
が
実
践
し
た
来
迎
会
の
本
尊
の

定
型
を
本
像
に
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
会
の
内
容
に
は
不
明
な
点

が
少
な
く
な
い
。

近
世
の
史
料
で
は
あ
る
も
の
の
「
播
州
極
楽
山
浄
土
寺
来
迎
会
記
」（
浄
土
寺

蔵
）
に
よ
れ
ば
、
重
源
が
入
滅
し
た
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
六
月
五
日
か
ら
百

か
日
の
追
善
供
養
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
が
明
け
た
九
月
十
五
日
に
聖
衆
来
迎
の

儀
式
を
催
し
た
と
さ
れ
る
。
以
来
、
天
正
年
間
ま
で
連
綿
と
続
け
ら
れ
た
が
、

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
至
っ
て
寺
中
荒
涼
の
た
め
途
絶
し
た
。
そ
れ
が
再

興
さ
れ
た
の
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
こ
と
で
、
総
持
院
弘
俊
は
多
く
の
檀

越
の
合
力
を
得
て
、
二
十
五
菩
薩
の
装
束
や
楽
器
を
設
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
「
来
迎
会
留
書
」（
同
寺
蔵
（
30
））
に
よ
れ
ば
、
明

暦
二
年
以
降
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
九
月
十
五
日
、
同
四
年
九
月
十
五
日
、

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
五
日
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
三
月
五
日
よ

38
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り
十
五
日
ま
で
（
31
）、
文
化
四
年
三
月
五
日
よ
り
十
五
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い

う
。一

方
、
近
世
の
地
誌
『
播
磨
鑑
』
の
浄
土
寺
条
に
は
、「
俗
ニ
浄
土
寺
ノ
来
迎

会
ト
云
テ
、
六
十
一
年
目
ニ
行
ハ
ル
尤
大
法
会
也
。
兒
ノ
舞
等
ア
リ
。
小
野
町

ノ
領
主
構
桟
敷
警
固
セ
ラ
レ
、
諸
役
人
多
出
四
方
ニ
奔
走
シ
テ
非
常
ヲ
戒
ム
。

遠
近
ノ
参
詣
夥
シ
。
時
宝
暦
七
丁
丑
年
ニ
当
テ
春
三
月
行
之
」
と
あ
り
、
来
迎

会
は
六
十
年
に
一
度
の
も
っ
と
も
大
規
模
な
法
会
で
、
参
詣
者
が
多
く
、
宝
暦

七
年
（
一
七
五
七
）
三
月
に
催
さ
れ
た
と
す
る
（
32
）。「
来
迎
会
留
書
」
の
内
容
と
は
齟

齬
が
あ
る
も
の
の
、
近
世
に
お
け
る
法
会
の
様
子
を
具
体
的
に
伝
え
て
お
り
興

味
深
い
。
浄
土
寺
で
最
後
に
来
迎
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
と
も
同
十
年
（
一
八
七
七
）
と
も
さ
れ
る
が
（
33
）、
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ

る
。来

迎
会
の
際
に
は
、
本
像
を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
台
座
で
あ
る
。
大
正
修
理
以
前
の
姿

が
写
る
ガ
ラ
ス
乾
板
や
絵
葉
書
の
写
真
〔
図
29
・
30
〕
を
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、

本
像
は
釜
蓋
を
伏
せ
た
よ
う
な
、
裏
面
に
左
右
二
本
の
桟
木
を
渡
し
た
円
板
上

に
立
ち
、
そ
の
下
に
は
側
板
に
雲
文
が
描
か
れ
た
多
角
形
の
台
〔
図
31
〕
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
多
角
形
の
台
は
、
雲
文
が
描
か
れ
た
側
板
の
下
に
角
材
の
組
み

物
が
み
え
て
お
り
、
昭
和
五

年
に
豊
秋
氏
が
「
現
に
内
陣

の
裏
に
は
木
製
の
小
車
の
つ

い
た
此
の
像
を
の
せ
る
框
を

組
ん
だ
粗
末
な
台
が
置
か
れ

て
い
た
」
と
し
る
し
た
（
34
）も
の

に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

そ
の
後
に
失
わ
れ
た
た
め
詳

細
は
明
ら
か
で
な
い
（
35
）。

本
稿
で
注
目
す
る
の
は
足

下
に
写
る
円
板
の
ほ
う
で
、

大
正
九
年
二
月
の
「
京
都
府

奈
良
県
兵
庫
県
宝
物
調
査

書
」（「
日
本
美
術
院
彫
刻
等

図29 ガラス乾板 部分

図31 ガラス乾板 部分

図30 絵葉書 部分
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修
理
記
録
」
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
に
「
台
座

蓮
肉
座
ノ
上
張
ノ
ミ
ヲ
存
ズ
」

と
あ
り
、
同
十
二
年
三
月
の
「
兵
庫
県
国
宝
修
理
設
計
書
」（
同
上
）
に
も
同
様

の
記
述
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
台
座
蓮
肉
の
天
板
の
み
が
残
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ガ
ラ
ス
乾
板
の
写
真
〔
図
32
〕
を
み
る
限
り
、
本
像
は

円
板
上
に
自
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
現
状
と
同
様
に
蓮
肉
天
板
の
裏
面
か

ら
像
底
に
釘
を
打
ち
付
け
て
立
た
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
正
修

理
で
は
円
板
の
裏
面
に
二
本
の
桟
木
を
左
右
方
向
に
渡
し
て
補
強
が
な
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
前
は
二
本
の
桟
木
が
前
後
方
向
に
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

さ
ら
に
写
真
を
子
細
に
観
察
す
る
と
、
右
足
の
外
側
に
突
起
物
が
写
っ
て
お
り
、

ガ
ラ
ス
乾
板
の
写
真
よ
り
や
や
高
い
位
置
か
ら
撮
影
し
た
絵
葉
書
の
写
真
〔
図

33
〕
に
よ
れ
ば
、
突
起
物
は
頭
部
が
鐶
状
で
円
板
上
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
絵
葉
書
で
は
、
両
足
の
間
に
も
似
た
突
起
物
の
存
在
が
確
認

で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
大
正
修
理
に
際
し
て
取
り
外
さ
れ
た
よ
う
で
、
い
ま
付

属
し
な
い
。

ガ
ラ
ス
乾
板
や
絵
葉
書
の
写
真
に
よ
り
う
か
が
え
る
本
像
台
座
の
大
正
修
理

前
の
状
況
、
す
な
わ
ち
像
本
体
を
蓮
肉
天
板
上
に
固
定
し
、
天
板
の
裏
面
に
二

本
の
桟
木
を
前
後
方
向
に
渡
し
、
天
板
上
に
鐶
状
の
も
の
を
打
ち
付
け
る
と
い

う
諸
点
か
ら
連
想
さ
れ
る
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
像
と
同
時
期
に
同
じ
く

快
慶
が
制
作
し
た
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像
〔
図
34
〕
で
あ
る
。

筆
者
は
先
に
発
表
し
た
一
論
で
僧
形
八
幡
神
像
が
坐
す
蓮
華
座
〔
図
35
・

36
〕
の
構
造
に
注
目
し
、
像
本
体
が
蓮
肉
に
あ
た
る
天
板
部
（
以
下
、
蓮
肉
主
要

部
）
の
上
面
に
か
つ
て
釘
で
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
蓮
肉
主
要
部
の
四
方
に

鉄
製
の
円
鐶
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
蓮
肉
主
要
部
を
蓮
華
に
あ
た
る

周
縁
部
（
以
下
、
蓮
華
周
縁
部
）
へ
と
落
と
し
蓋
状
に
嵌
め
込
む
構
造
で
、
蓮

華
周
縁
部
の
両
側
面
中
央
お
よ
び
蓮
肉
主
要
部
裏
面
の
桟
木
側
面
中
央
に
そ
れ

図33 絵葉書 部分

図32 ガラス乾板 部分
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図35 同 蓮華座（上面）

図34 僧形八幡神坐像 奈良・東大寺

図36 同 蓮華座（裏面）
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ぞ
れ
円
形
孔
を
穿
ち
、
左
右
か
ら
丸
棒
を
通
し
て
蓮
肉
主
要
部
と
蓮
華
周
縁
部

と
を
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
（
36
）。
そ
し
て
、
こ
の
蓮
肉
主
要
部
と
蓮

華
周
縁
部
と
が
分
離
可
能
な
構
造
は
、
必
要
に
応
じ
た
後
日
の
移
送
を
想
定
し

た
も
の
と
考
え
、
鉄
製
円
鐶
は
蓮
肉
主
要
部
と
一
体
化
し
た
像
本
体
を
持
ち
上

げ
る
た
め
の
取
っ
手
で
あ
り
、
像
本
体
を
乗
り
物
す
な
わ
ち
神
輿
に
乗
せ
て
練

り
歩
く
行
像
と
し
て
の
機
能
が
付
与
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。
東
大
寺
の
鎌
倉
再

興
に
あ
た
り
、
大
仏
や
神
体
の
再
生
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
時
代
の
大
仏
造
立
に

際
し
て
八
幡
神
が
輿
に
乗
り
、
九
州
・
宇
佐
の
地
か
ら
上
洛
し
て
き
た
様
子
を

演
劇
的
に
再
現
す
る
こ
と
で
、
そ
の
由
緒
の
回
復
が
試
み
ら
れ
た
可
能
性
を
提

起
し
た
の
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
乾
板
や
古
写
真
に
写
る
足
下
の
円
板
が
、
像
本
体
と
同
時
期
の
も
の

で
あ
る
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
本
像
と
同
じ
く
建
仁
元
年
に
快
慶
が
制
作
し

た
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像
の
蓮
肉
主
要
部
と
の
類
似
を
重
視
す
れ
ば
、
像
本
体

と
蓮
肉
天
板
を
一
体
化
さ
せ
る
構
造
は
造
立
当
初
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
僧
形
八
幡
神
像
の
蓮
華
周
縁
部
に
相
当
す
る
部
分
が
本
像
に

も
か
つ
て
存
在
し
、
落
と
し
蓋
状
に
嵌
め
込
む
機
構
を
用
い
て
来
迎
会
の
際
の

移
送
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
（
37
）。
二
像
の
台
座
は
、
重
源
の
意
を

受
け
て
快
慶
が
制
作
し
た
行
像
の
構
造
上
の
特
徴
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
で

あ
り
、
本
像
と
の
類
似
に
よ
り
僧
形
八
幡
神
像
が
行
像
と
し
て
造
ら
れ
た
可
能

性
は
、
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
や
ま
ぐ
ち

り
ゅ
う
す
け
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）

注（
1
）
本
像
を
取
り
上
げ
た
主
な
先
行
研
究
は
、
左
記
の
と
お
り
。

豊
秋
（
源
豊
宗
）「
美
術
史
雑
記
裸
形
像
の
一
例
と
し
て
の
播
州
浄
土
寺
の
阿
弥

陀
像
」『
仏
教
美
術
』
一
五
、
一
九
三
〇
年
一
月
。

毛
利
久
『
仏
師
快
慶
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
十
月
。
増
補
版
は
一
九
八

七
年
十
一
月
。

光
森
正
士
「
木
造
裸
形
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
阿
弥
陀
仏
彫

像
』
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
三
月
。

毛
利
久
「
仏
教
美
術
の
諸
相
」
兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
二
、

兵
庫
県
、
一
九
七
五
年
三
月
。

東
京
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
図
録
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
』
一
九
七
六
年
三
月
。

金
子
啓
明
『
運
慶
・
快
慶
』（『
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
』
一
三
）
小
学
館
、
一
九

九
一
年
十
月
。

齊
藤
孝
「
彫
刻
」
小
野
市
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
小
野
市
史
』
別
巻
文
化
財
編
、

小
野
市
、
一
九
九
六
年
三
月
。

な
お
、
当
館
で
は
現
在
、
本
像
を
上
ま
わ
る
像
高
約
五
メ
ー
ト
ル
の
奈
良
・
金
峯

山
寺
金
剛
力
士
像
を
令
和
十
年
（
二
〇
二
八
）
ま
で
の
予
定
で
預
か
り
、
本
年
二

月
二
十
三
日
よ
り
な
ら
仏
像
館
で
特
別
公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

（
2
）
実
査
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
六
日
と
十
二
月
二
十
一
日
に
お
こ
な
っ
た
。

（
3
）
当
館
編
集
・
発
行
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
『
大
勧
進
重
源
東
大
寺
の
鎌
倉
復
興
と

新
た
な
美
の
創
出
』（
二
〇
〇
六
年
四
月
）
を
は
じ
め
、『
な
ら
仏
像
館
名
品
図

録
』
で
は
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
初
版
以
降
、
同
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

の
第
五
版
ま
で
像
高
を
二
二
六
・
五
㎝
と
表
記
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

そ
の
ほ
か
の
法
量
は
左
記
の
と
お
り
（
単
位
㎝
）。

本
体

頂
―
顎

五
〇
・
一

面

長

二
八
・
五

面

幅

二
六
・
六

耳

張

三
七
・
六

面

奥

三
八
・
九

胸

奥

左
四
一
・
〇

胸

奥

右
四
〇
・
三

腹

奥

四
〇
・
四

肘

張

七
八
・
五

裾

張

六
四
・
五

足
先
開

四
五
・
五

光
背

全

高

三
五
〇
・
七

光
条
最
大
張

一
五
六
・
一

頭
光
圏
帯
径

七
三
・
五

身
光
圏
帯
張

九
一
・
五

光
脚
張

七
九
・
三

光
脚
高

二
六
・
五
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台
座

全

高

五
三
・
七

蓮
肉
径

七
八
・
四

蓮
肉
高

二
三
・
七

下
框
径

一
五
一
・
五

像
底
孔
径

七
・
〇

（
4
）
「
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
」
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
。

（
5
）
昭
和
四
十
六
年
度
の
修
理
記
録
は
、
公
益
財
団
法
人
美
術
院
よ
り
提
供
を
受
け
た
。

（
6
）
調
査
は
オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
の
協
力
の
も
と
、「
工
業
用
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ

IPLEX
N
X

」
を
用
い
て
お
こ
な
っ
た
。

（
7
）
山
口
隆
介
「
東
大
寺
の
鎌
倉
再
興
に
お
け
る
僧
形
八
幡
神
坐
像
造
立
の
意
義
―
蓮

華
座
の
構
造
を
手
が
か
り
に
―
」
栄
原
永
遠
男
・
佐
藤
信
・
吉
川
真
司
編
『
東
大

寺
の
新
研
究
3
東
大
寺
の
思
想
と
文
化
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
三
月
。

（
8
）
副
島
弘
道
「
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
浄
土
寺
）」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
三
年
四
月
。

（
9
）
「
京
都
府
奈
良
県
兵
庫
県
宝
物
調
査
書
」（「
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
」
の

う
ち
）
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
。

（
10
）
四
月
十
五
日
付
の
『
官
報
』
二
三
〇
八
号
。

（
11
）
正
確
な
撮
影
時
期
は
不
詳
だ
が
、「
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
」
の
う
ち
大
正

十
二
年
三
月
の
「
兵
庫
県
国
宝
修
理
設
計
書
」
に
収
録
さ
れ
る
本
像
の
調
書
に
、

「
調
書
及
写
真
ニ
ヨ
レ
ハ
肉
髻
白
毫
欠
落
セ
リ
」
と
朱
書
き
が
あ
る
。
こ
こ
に
み

え
る
「
写
真
」
が
ガ
ラ
ス
乾
板
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

（
12
）
絵
葉
書
下
端
の
説
明
書
き
に
「（
国
宝
）」
と
印
字
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
像
が
旧

国
宝
の
指
定
を
受
け
た
大
正
九
年
以
降
、
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
同
十
二
年
度
以

前
の
制
作
と
判
明
す
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
制
作
さ
れ
た
浄
土
寺
所
蔵
品
の

絵
葉
書
と
し
て
、
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
像
、
重
源
上
人
像
、
阿
弥
陀
如
来
像
（
薬
師

堂
安
置
）、
弘
法
大
師
像
（
同
上
）
が
あ
る
。

（
13
）
上
司
永
晋
「
俊
乗
上
人
研
究

浄
土
寺
を
訪
ふ
」『
寧
楽
』
四
、
一
九
二
五
年
十
月
。

（
14
）
前
掲
注
1
豊
秋
論
文
。

（
15
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
勧
告
、
承
認
出
品
、
社
寺
、
個
人
寄
託

目
録
』
出
版
年
不
詳
。

（
16
）
田
辺
三
郎
助
「
播
磨
浄
土
寺
と
そ
の
彫
刻
」『
月
刊
文
化
財
』
九
六
、
第
一
法
規
、

一
九
七
一
年
九
月
。

（
17
）
大
口
理
夫
「
播
磨
の
浄
土
寺
」『
画
説
』
三
五
、
一
九
三
九
年
十
一
月
。

（
18
）
国
宝
浄
土
寺
浄
土
堂
修
理
委
員
会
編
『
国
宝
浄
土
寺
浄
土
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

一
九
五
九
年
。

（
19
）
永
井
信
一
「
播
磨
別
所
―
浄
土
寺
」『
古
美
術
』
一
五
、
一
九
六
六
年
十
一
月
。

（
20
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
阿
弥
陀
仏
彫
像
』
一
九
七
二
年
四
月
。

（
21
）
当
館
所
蔵
の
列
品
台
帳
に
よ
る
。

（
22
）
大
名
美
術
展
へ
の
出
陳
は
、
文
化
庁
奥
健
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
知
り
得
た
。

（
23
）
田
辺
三
郎
助
「
伊
賀
別
所
本
尊
考
」『
仏
教
芸
術
』
一
〇
五
、
一
九
七
六
年
一
月
。

（
24
）
前
掲
注
1
光
森
解
説
。

（
25
）
前
掲
注
1
齊
藤
解
説
の
挿
図
と
し
て
、
左
前
方
材
と
右
側
面
材
の
墨
書
の
一
部
を

写
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
26
）
銘
記
の
解
読
・
翻
刻
に
際
し
て
は
、
野
尻
忠
氏
、
浜
野
真
由
美
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
）
の
教
示
を
得
た
。

（
27
）
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
の
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
執
金
剛
神
像
像
内
頸
部
墨
書
、

京
都
・
金
剛
院
深
沙
大
将
像
像
内
胴
部
矧
面
墨
書
、
大
阪
・
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀

如
来
像
の
像
内
納
入
品
の
う
ち
「

阿
弥
陀
仏
御
房
宛
僧
賢
印
書
状
」
の
宛
所
。

（
28
）
京
都
・
松
尾
寺
阿
弥
陀
如
来
像
、
同
・
如
意
寺
地
蔵
菩
薩
像
の
像
内
頸
部
前
面
お

よ
び
像
内
両
脚
部
墨
書
、
同
・
金
剛
院
執
金
剛
神
像
左
足
�
内
側
墨
書
、
同
深
沙

大
将
像
像
内
胴
部
矧
面
お
よ
び
左
足
�
内
側
墨
書
、
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来
像

の
像
内
胸
部
墨
書
が
あ
り
、
八
葉
蓮
華
寺
像
の
像
内
納
入
品
の
う
ち
「

阿
弥

陀
仏
御
房
宛
僧
賢
印
書
状
」
の
紙
背
の
「

弥
陀
仏
」
も
同
筆
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

（
29
）
渡
辺
別
所
の
条
に
は
、「
来
迎
堂
一
宇
奉
安
皆
金
色
来
迎
弥
陀
来
迎
像
一
ヽ
尺長

八
」

と
あ
り
、
秦
楽
寺
の
南
に
施
入
さ
れ
た
像
に
つ
い
て
は
「
秦
楽
寺
南
施
入
半
丈
六

迎
講
像
一
体
」
と
し
る
さ
れ
る
。
秦
楽
寺
は
現
在
の
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
に

位
置
す
る
同
名
の
寺
院
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

（
30
）
こ
の
史
料
の
存
在
は
、
關
信
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
知
り
得
た
。

（
31
）
宝
暦
五
年
の
来
迎
会
に
つ
い
て
は
、
開
山
堂
の
厨
子
に
か
け
ら
れ
た
帳
の
裏
面
に

も
し
る
さ
れ
る
。

「
御
開
山
俊
乗
上
人
五
百
五
十
遠
忌

宝
暦
五
乙亥
年
三
月
四
日
ヨ
リ
同
十
五
日
マ
デ
来
迎
会
勤
行
之
砌
造
立

極
楽
山
浄
土
寺衆

徒
中
」

（
32
）
平
野
庸
脩
『
播
磨
鑑
』
播
磨
史
談
会
、
一
九
〇
九
年
十
一
月
。

（
33
）
前
掲
注
1
豊
秋
論
文
に
は
、「
伝
ふ
る
所
に
よ
る
と
此
の
像
は
、
此
の
寺
で
六
十

年
毎
に
行
は
る
ゝ
来
迎
会
に
、
車
に
乗
せ
ら
れ
て
引
き
廻
さ
れ
る
と
い
ふ
事
で
あ

る
。
其
の
最
近
に
行
は
れ
た
の
は
明
治
七
年
で
あ
つ
た
と
云
は
れ
る
」
と
あ
る
。
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一
方
、
加
東
郡
教
育
会
編
『
加
東
郡
誌
』（
一
九
二
三
年
十
月
）
の
浄
土
寺
条
は
、

「
来
迎
会

当
寺
什
物
二
十
五
菩
薩
の
装
束
を
著
し
て
阿
弥
陀
如
来
来
迎
の
会
式

を
執
行
す
。
明
治
十
年
執
行
せ
し
以
来
修
せ
ず
」
と
す
る
。

（
34
）
前
掲
注
1
豊
秋
論
文
。

（
35
）
雲
文
の
描
写
か
ら
も
本
像
と
同
時
期
の
作
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
大
正
十
二
年

度
の
修
理
に
と
も
な
う
台
座
の
新
調
に
よ
り
不
要
と
な
り
、
側
板
の
一
部
が
脱
落

す
る
な
ど
損
傷
も
進
ん
で
い
た
た
め
処
分
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
36
）
前
掲
注
7
山
口
論
文
。

（
37
）
天
板
上
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
鐶
状
の
も
の
も
、
僧
形
八
幡
神
像
の
蓮
肉
主
要
部
の

鉄
製
円
鐶
と
同
様
に
、
像
本
体
を
持
ち
上
げ
る
た
め
の
取
っ
手
の
一
部
の
可
能
性

が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
像
の
大
き
さ
か
ら
す
れ
ば
鐶
状
の
も
の
の
み
で
持
ち
上
げ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
足
場
を
組
ん
だ
上
で
両
腕
や
右
肘
を
持
っ
て
上
げ
る
際
に

手
が
か
り
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

口
絵
1
、
図
1
〜
11
・
15
〜
17
・
34
〜
36
（
以
上
、
佐
々
木
香
輔
氏
撮
影
）、
口
絵

2
・
3
、
図
18
・
29
・
31
・
32
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
浄

土
寺
と
東
大
寺
か
ら
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
図
12
・
13
・
23
〜
28
は
筆
者
撮
影
。

図
20
は
『
仏
教
美
術
』
一
五
（
一
九
三
〇
年
一
月
）、
図
21
は
国
宝
浄
土
寺
浄
土
堂
修

理
委
員
会
編
『
国
宝
浄
土
寺
浄
土
堂
修
理
工
事
報
告
書
』（
一
九
五
九
年
）
、
図
22
は
『
古

美
術
』
一
五
（
一
九
六
六
年
十
一
月
）
よ
り
転
載
し
た
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
令
和
二
年
十
一
月
七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
研
究
討
論
会
「
日
本

の
仏
教
彫
刻
―
作
品
生
成
の
場
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
阿

弥
陀
如
来
の
表
象
」
班
主
催
）
に
お
い
て
実
施
し
た
口
頭
発
表
「
快
慶
と
阿
弥
陀
仏
造

像
」
の
内
容
に
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、JSPS

科
研
費JP18K

12254

「
仏
師
快
慶
の
工
房
制
作
と
分
業
体
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
三
尺
阿
弥
陀
を

中
心
に
―
」（
研
究
代
表
者
山
口
隆
介
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
謝
辞
〕

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
写
真
掲
載
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

教
示
を
賜
っ
た
浄
土
寺
歓
喜
院
住
職
鑑
快
穣
師
、
同
副
住
職
鑑
光
顕
師
に
深
甚
の
謝
意
を

表
し
ま
す
。
岩
下
淳
、
粕
谷
修
一
、
神
戸
佳
文
、
關
信
子
の
各
氏
か
ら
は
折
に
触
れ
て
ご
教

示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
銘
記
画
像
の
合
成
処
理
に
あ
た
り
佐
々
木
香
輔
氏
を
煩
わ

せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
し
る
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
三
号

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
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式
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理
時
報
社
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理
市
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